
(57)【要約】

【課題】危険な走行状態を優先して検出するための方法

を提供する。

【解決手段】本発明は走行状態の集合から１つの走行状

態を検出するための方法に関する。各々の走行状態に、

少なくとも１つの走行パラメータのための少なくとも１

つの検査基準が割り当てられ、走行状態がその危険性に

よって分類される。次のステップ、すなわち少なくとも

１つの走行パラメータを検知するステップと、走行状態

の集合の中の１つの走行状態が存在するかどうかを、走

行パラメータに基づいて検査するステップとを有し、こ

の場合検査が最も危険な走行状態から始まって時間的な

順序でそれぞれの検査基準を評価することによって行わ

れる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 走 行 状 態 の 集 合 か ら １ つ の 走 行 状 態 を 検 出 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 各 々 の 走 行 状 態 に
、 少 な く と も １ つ の 走 行 パ ラ メ ー タ の た め の 少 な く と も １ つ の 検 査 基 準 が 割 り 当 て ら れ 、
走 行 状 態 が そ の 危 険 性 に よ っ て 分 類 さ れ る 、 方 法 に お い て 、 次 の ス テ ッ プ 、 す な わ ち
　 少 な く と も １ つ の 走 行 パ ラ メ ー タ を 検 知 す る ス テ ッ プ と 、
　 走 行 状 態 の 集 合 の 中 の １ つ の 走 行 状 態 が 存 在 す る か ど う か を 、 走 行 パ ラ メ ー タ に 基 づ い
て 検 査 す る ス テ ッ プ と を 有 し 、 こ の 場 合 検 査 が 最 も 危 険 な 走 行 状 態 か ら 始 ま っ て 時 間 的 な
順 序 で そ れ ぞ れ の 検 査 基 準 を 評 価 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 走 行 状 態 の 集 合 が 、 動 的 な 走 行 操 作 の 際 の 横 転 傾 向 を 示 す 少 な く と も １ つ の 第 １ の 走 行
状 態 と 、 ほ と ん ど 静 的 な カ ー ブ 走 行 の 際 の 横 転 傾 向 を 示 す 第 ２ の 走 行 状 態 を 含 ん で い る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 走 行 状 態 の 集 合 が 、 傾 斜 面 に 沿 っ た 走 行 の 際 ま た は 傾 斜 面 で の 停 止 の 際 の 横 転 傾 向 を 示
す 第 ３ の 走 行 状 態 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 走 行 パ ラ メ ー タ が ロ ー ル 角 、 ロ ー ル 角 速 度 、 横 方 向 加 速 度 、 ヨ ー レ イ ト 、 接 地 力 お よ び
／ ま た は 操 舵 角 に よ っ て 検 知 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 つ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 走 行 状 態 の 集 合 が 少 な く と も １ つ の 第 １ の 走 行 状 態 と 第 ２ の 走 行 状 態 を 含 み 、 こ の 第 １
の 走 行 状 態 に 、 検 査 基 準 と し て の 第 １ の 限 界 値 が 割 り 当 て ら れ 、 第 ２ の 走 行 状 態 に 、 検 査
基 準 と し て の 第 ２ の 限 界 値 が 割 り 当 て ら れ 、 第 １ の 走 行 状 態 が 第 ２ の 走 行 状 態 よ り も 危 険
で あ り 、 第 １ の 限 界 値 が 第 ２ の 限 界 値 よ り も 低 い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず
れ か 一 つ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 走 行 パ ラ メ ー タ が ロ ー ル 角 で あ り 、 ロ ー ル 角 が 車 軸 か ら の 車 体 の 距 離 を 測 定 す る 高 さ セ
ン サ の 信 号 を 評 価 す る こ と に よ っ て 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ
か 一 つ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ロ ー ル 角 速 度 が 異 な る 時 定 数 の 第 １ と 第 ２ の フ ィ ル タ に よ っ て ロ ー ル 角 を ろ 波 す る こ と
に よ り 、 走 行 パ ラ メ ー タ と し て 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 走 行 状 態 を 検 出 す る と 、 ア ラ ー ム 信 号 、 特 に 触 覚 的 、 音 響 的 お よ び ／ ま た は 視 覚 的 な ア
ラ ー ム 信 号 が 出 力 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 １ つ の 走 行 状 態 を 検 出 し た 後 で 、 信 号 が 自 動 車 制 御 お よ び ／ ま た は 調 整 シ ス テ ム に 出 力
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 走 行 状 態 の 集 合 か ら １ つ の 走 行 状 態 を 検 出 す る た め の プ ロ グ ラ ム 手 段 を 備 え た デ ジ タ ル
記 憶 媒 体 で あ っ て 、 各 々 の 走 行 状 態 に 、 少 な く と も １ つ の 走 行 パ ラ メ ー タ の た め の 少 な く
と も １ つ の 検 査 基 準 が 割 り 当 て ら れ 、 走 行 状 態 が そ の 危 険 性 に よ っ て 分 類 さ れ る 、 デ ジ タ
ル 記 憶 媒 体 に お い て 、 プ ロ グ ラ ム 手 段 が 、
　 少 な く と も １ つ の 走 行 パ ラ メ ー タ を 入 力 し 、
　 走 行 状 態 の 集 合 の 中 の １ つ の 走 行 状 態 が 存 在 す る か ど う か を 、 走 行 パ ラ メ ー タ に 基 づ い
て 検 査 し 、 こ の 場 合 最 も 危 険 な 走 行 状 態 か ら 始 ま る 時 間 的 な 順 序 で そ れ ぞ れ の 検 査 基 準 を
評 価 す る こ と に よ っ て 検 査 を 行 う
よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ ジ タ ル 記 憶 媒 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 走 行 状 態 の 集 合 か ら １ つ の 走 行 状 態 を 検 出 す る た め の 装 置 に お い て 、
　 各 々 の 走 行 状 態 の た め の 少 な く と も １ つ の 検 査 基 準 を 記 憶 す る た め の メ モ リ 領 域 （ ２ ０
８ ） と 、
　 少 な く と も １ つ の 走 行 パ ラ メ ー タ を 検 知 す る た め の 手 段 （ ２ ０ ２ ； ３ ０ ４ ， ３ ０ ６ ， ３
１ ０ ， ３ １ ２ ， ３ ２ ０ ， ３ ２ ２ ， ３ ２ ４ ） と 、
　 走 行 状 態 の １ つ が 存 在 す る か ど う か を 、 走 行 パ ラ メ ー タ に 基 づ い て 検 査 す る た め の 手 段
（ ２ ０ ６ ， ２ １ ２ ； ３ １ ８ ） と を 備 え 、 こ の 場 合 、 最 も 危 険 な 走 行 状 態 か ら 始 ま る 時 間 的
な 順 序 で そ れ ぞ れ の 検 査 基 準 を 評 価 す る こ と に よ っ て 検 査 が 行 わ れ る よ う に 、 前 記 の 手 段
が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 走 行 パ ラ メ ー タ を 検 知 す る た め の 手 段 が 、 ロ ー ル 角 、 ロ ー ル 角 速 度 、 横 方 向 加 速 度 、 ヨ
ー レ イ ト 、 接 地 力 お よ び ／ ま た は 操 舵 角 を 検 知 す る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 メ モ リ 内 に お い て 、 第 １ の 限 界 値 が 第 １ の 走 行 状 態 の 第 １ の 検 査 基 準 と し て 記 憶 さ れ 、
第 ２ の 限 界 値 が 第 ２ の 走 行 状 態 の 第 ２ の 検 査 基 準 と し て 記 憶 さ れ 、 第 １ の 走 行 状 態 が 第 ２
の 走 行 状 態 よ り も 危 険 で あ り 、 第 １ の 限 界 値 が 第 ２ の 限 界 値 よ り も 低 い こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 １ １ ま た は １ ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 走 行 パ ラ メ ー タ と し て の ロ ー ル 角 を 決 定 す る た め に 、 車 軸 と 車 体 の 間 の 少 な く と も ２ 個
所 の 間 隔 を 測 定 す る た め の 高 さ セ ン サ （ ３ ０ ４ ， ３ ０ ６ ， ３ １ ０ ， ３ １ ２ ） を 備 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ ～ １ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 ロ ー ル 角 か ら ロ ー ル 角 速 度 を 決 定 す る た め に 第 １ と 第 ２ の フ ィ ル タ （ ５ ０ ２ ， ５ ０ ４ ）
を 備 え 、 第 １ の フ ィ ル タ が 第 ２ の フ ィ ル タ よ り も 大 き な 時 定 数 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 １ １ ～ １ ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 ア ラ ー ム 信 号 、 特 に 触 覚 的 、 音 響 的 お よ び ／ ま た は 視 覚 的 な ア ラ ー ム 信 号 の た め の 出 力
手 段 （ ３ ３ ２ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ ～ １ ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 走 行 状 態 を 検 出 し た 後 で 、 信 号 を 車 両 制 御 お よ び ／ ま た は 調 整 シ ス テ ム （ ２ １ ６ ； ３ ２
６ ， ３ ２ ８ ， ３ ３ ０ ） に 出 力 す る た め の 手 段 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １
～ １ ６ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 信 号 が 検 出 さ れ た 走 行 状 態 の デ ー タ を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ７ 記 載 の
装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 特 に 自 動 車 の 走 行 状 態 を 検 出 す る 方 法 と 、 デ ジ タ ル 式 記 憶 媒 体 と 、 走 行 状 態
を 検 出 す る 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 技 術 水 準 に よ り 、 危 険 な 走 行 状 態 を 決 定 す る た め の い ろ い ろ な 方 法 と 装 置 が 知 ら れ て い
る 。 特 許 文 献 １ か ら 、 路 上 走 行 車 の 横 転 の 危 険 を 低 減 す る た め の 方 法 が 知 ら れ て い る 。 こ
の 場 合 、 自 動 車 の 横 転 係 数 が 絶 え ず 決 定 さ れ 、 そ し て 設 定 さ れ た 限 界 値 と 比 較 さ れ る 。 限
界 値 を 上 回 る と 、 操 舵 介 入 が 自 動 的 に 開 始 さ れ る 。 こ の 操 舵 介 入 は 横 転 安 定 性 が 低 下 す る
と 共 に 増 え る 。 横 転 係 数 は タ イ ヤ 接 地 力 の 測 定 に よ っ て 決 定 さ れ る か あ る い は 自 動 車 の 重
心 高 さ と 重 心 に お け る 横 方 向 加 速 度 を 決 定 す る こ と が で き る 信 号 の 測 定 に よ っ て 決 定 さ れ
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る 。 付 加 的 な 手 段 と し て ブ レ ー キ 介 入 が 開 始 さ れ る 。 走 行 運 転 時 の 危 険 な 走 行 状 態 、 特 に
横 転 傾 向 を 決 定 す る た め の 他 の い ろ い ろ な 方 法 と 装 置 が 、 特 許 文 献 ２ 、 特 許 文 献 ３ 、 特 許
文 献 ４ 、 特 許 文 献 ５ 、 特 許 文 献 ６ 、 特 許 文 献 ７ 、 特 許 文 献 ８ に よ っ て 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ９ ９ １ ８ ５ ９ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ９ ９ ０ ４ ２ １ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ９ ９ ０ ４ ２ １ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ９ ８ ５ ６ ３ ０ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ９ ８ ２ ９ ３ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ １ ３ ３ ４ ０ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ７ 】 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ０ ６ ５ ７ ２ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ８ 】 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ０ ３ ９ １ ０ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 根 底 を な す 課 題 は 、 走 行 状 態 を 検 出 す る た め の 改 善 さ れ た 方 法 と 、 デ ジ タ ル 式
記 憶 媒 体 と 、 走 行 状 態 を 検 出 す る た め の 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 根 底 を な す 課 題 は 、 独 立 請 求 項 記 載 の 特 徴 に よ っ て 解 決 さ れ る 。 本 発 明 の 有 利
な 実 施 形 は 従 属 請 求 項 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 走 行 状 態 の 集 合 か ら １ つ の 走 行 状 態 の 検 出 を 可 能 に す る 。 こ れ は 、 各 々 の 走
行 状 態 に １ つ の 検 査 基 準 が 割 り 当 て ら れ て い る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 走 行 状 態 を 検 出 す
る た め に 先 ず 最 初 に 、 １ つ の 走 行 パ ラ メ ー タ が 検 知 さ れ る 。 こ の 走 行 パ ラ メ ー タ に 基 づ い
て 、 走 行 状 態 の 検 査 基 準 が 評 価 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ は 本 発 明 で は 、 先 ず 最 初 に 、 最 も 危 険 で あ る 走 行 状 態 と し て 分 類 さ れ た 走 行 状 態 の
検 査 基 準 を 評 価 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 こ の 検 査 基 準 を 満 足 し な い と き 、 す な わ ち 、
最 も 危 険 な 走 行 状 態 が 存 在 し な い と き に は 、 そ の 後 ２ 番 目 に 危 険 な 走 行 状 態 の 検 査 基 準 が
走 行 パ ラ メ ー タ に 基 づ い て 評 価 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 検 査 基 準 の 評 価 は 最 も 危 険 な 走 行 状 態 の 検 査 基 準 か ら 、 最 も 危 険 で な い 走 行 状 態 の 方 へ
時 間 的 な 順 序 で 進 行 す る 。 デ ー タ 処 理 の こ の 順 序 に よ っ て 、 特 に 危 険 な 走 行 状 態 が 、 最 も
優 先 し て 、 す な わ ち き わ め て 迅 速 に 検 出 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 実 施 形 で は 例 え ば 、 (i) 動 的 な 走 行 操 作 の 際 の 横 転 傾 向 、  (ii) ほ と ん
ど 静 的 な カ ー ブ 走 行 の 際 の 横 転 傾 向 、 (iii) 傾 斜 面 で の 走 行 の 際 ま た は 傾 斜 面 で の 停 止 の
際 の 横 転 傾 向 を 示 す ３ つ の 異 な る 走 行 状 態 が 区 別 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ の 際 、 走 行 状 態 “ 動 的 な 走 行 操 作 の 際 の 横 転 傾 向 ” は 最 も 危 険 な 走 行 状 態 と し て 分 類
さ れ 、 走 行 状 態 “ ほ と ん ど 静 的 な カ ー ブ 走 行 の 際 の 横 転 傾 向 ” は ２ 番 目 に 危 険 な 走 行 状 態
と し て 分 類 さ れ 、 そ し て 走 行 状 態 “ 傾 斜 面 で の 走 行 の 際 ま た は 傾 斜 面 で の 停 止 の 際 の 横 転
傾 向 ” は 最 も 危 険 で な い 走 行 状 態 と し て 分 類 さ れ る 。 こ の 分 類 に 相 応 し て 、 異 な る 走 行 状
態 に 検 査 基 準 が 割 り 当 て ら れ る 。 こ の 検 査 基 準 は １ つ ま た は 複 数 の 走 行 パ ラ メ ー タ に 基 づ
い て 連 続 的 に 評 価 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ の 際 常 に 先 ず 最 初 に 、 “ 動 的 な 走 行 操 作 の 際 の 横 転 傾 向 ” の 走 行 状 態 の 検 査 基 準 が 走
行 パ ラ メ ー タ に よ っ て 満 足 さ れ る か ど う か が 検 査 さ れ る 。 満 足 し な い 場 合 、 そ の 後 、 ２ 番
目 に 危 険 な 走 行 情 愛 の た め の 検 査 基 準 が 評 価 さ れ 、 そ の 後 最 も 危 険 で な い 走 行 状 態 の た め
の 検 査 基 準 が 評 価 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 走 行 状 態 を 検 出 す る た め の 走 行 パ ラ メ ー タ と し て 、 例 え ば 適 当 な セ ン サ を 介 し て 検 知 可
能 で あ る 走 行 パ ラ メ ー タ が ロ ー ル 角 、 ロ ー ル 角 速 度 、 横 方 向 加 速 度 、 ヨ ー レ イ ト 、 操 舵 角
お よ び ／ ま た は 接 地 力 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 実 施 形 に よ れ ば 、 ロ ー ル 角 が 車 軸 と 車 体 の 間 隔 を 測 定 す る 高 さ セ ン サ の
信 号 を 評 価 す る こ と に よ っ て 得 ら れ る 。 例 え ば 異 な る ２ 個 の 低 域 フ ィ ル タ に よ っ て ロ ー ル
角 信 号 を ろ 波 し 、 フ ィ ル タ 出 力 を 互 い に 減 算 す る こ と に よ り 、 ロ ー ル 角 か ら ロ ー ル 角 速 度
を 決 定 す こ と が で き る 。 一 方 の フ ィ ル タ が 大 き な 時 定 数 を 有 す る フ ィ ル タ 、 い わ ゆ る 長 時
間 フ ィ ル タ で あ り 、 他 方 の フ ィ ル タ が 小 さ な 時 定 数 を 有 す る フ ィ ル タ 、 す な わ ち い わ ゆ る
短 時 間 フ ィ ル タ で あ る と 、 出 力 信 号 は ロ ー ル 角 速 度 に 比 例 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 他 の 有 利 な 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 走 行 状 態 に 、 検 査 基 準 と し て の 第 １ の 限 界
値 が 割 り 当 て ら れ 、 第 ２ の 走 行 状 態 に 、 検 査 基 準 と し て の 第 ２ の 限 界 値 が 割 り 当 て ら れ 、
第 １ の 走 行 状 態 が 第 ２ の 走 行 状 態 よ り も 危 険 で あ り 、 第 １ の 限 界 値 が 、 第 ２ の 限 界 値 を 上
回 る こ と な く 達 成 さ れ る よ う に 選 定 さ れ て い る 。 例 え ば 第 １ の 限 界 値 は 第 ２ の 限 界 値 よ り
も 小 さ く 選 定 さ れ て い る 。 危 険 な 走 行 状 態 の た め に 小 さ な 限 界 値 を 選 択 す る こ と に よ り 、
例 え ば 危 険 な 走 行 状 態 に お け る 大 き な 応 援 傾 向 が 検 査 基 準 で 考 慮 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 他 の 有 利 な 実 施 形 で 、 １ つ の 走 行 状 態 を 検 出 す る 際 に 、 ア ラ ー ム 信 号 が 出 力 さ
れ る 。 こ れ は 、 運 転 者 に 警 告 す る た め に 、 例 え ば 表 示 装 置 を 介 し て 車 両 運 転 席 で 行 わ れ る
。 ア ラ ー ム 信 号 は 例 え ば 、 視 覚 的 ま た は 触 覚 的 お よ び ／ ま た は 音 響 的 な 信 号 と し て 出 力 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ の 代 わ り に ま た は そ れ に 加 え て 、 走 行 状 態 の １ つ を 検 出 し た 後 で 、 信 号 が 車 両 制 御 お
よ び ／ ま た は 調 整 シ ス テ ム に 出 力 さ れ る 。 そ の 際 、 こ の 信 号 は 好 ま し く は 、 制 御 お よ び ／
ま た は 調 整 シ ス テ ム が 適 合 し て 応 答 す る で き よ う に す る た め に 、 検 出 さ れ た 走 行 状 態 を 示
す 。 例 え ば 横 転 傾 向 を 示 す 走 行 状 態 が 検 出 さ れ る と 、 自 動 的 な 制 動 お よ び ／ ま た は 操 舵 介
入 お よ び ／ ま た は 他 の 手 段 が 横 転 傾 向 に 逆 ら う よ う に 作 用 す る 。 制 御 お よ び ／ ま た は 調 整
シ ス テ ム と し て 、 特 に Ａ Ｂ Ｓ 、 Ｅ Ｓ Ｐ 、 ア ク テ ィ ブ 式 操 舵 調 節 お よ び ／ ま た は エ ン ジ ン 管
理 シ ス テ ム が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 使 用 は 特 に 、 小 型 運 搬 車 、 バ ン ま た は オ フ ロ ー ド 車 の よ う な 重 心 の
高 い 車 両 の 場 合 に 有 利 で あ る 。 な ぜ な ら 、 重 心 の 高 い こ の よ う な 車 両 は 、 動 的 な 走 行 操 作
の 際 、 急 激 な 方 向 変 更 時 ま た は カ ー ブ 走 行 ま た は 円 走 行 時 に 、 横 転 し そ う に な る か ら で あ
る 。 本 発 明 に よ る 方 法 に よ っ て 、 横 転 の 危 険 を 適 時 に 検 出 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て
エ ン ジ ン ト ル ク の 低 減 、 付 加 的 な 制 動 ト ル ク お よ び ／ ま た は シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ 特 性 の 適
合 の よ う な 対 策 を 迅 速 に 講 じ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 図 を 参 照 し て 本 発 明 の 有 利 な 実 施 の 形 態 を 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 走 行 状 態 を 検 出 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 し て い る 。 ス テ ッ プ １ ０ ０ で 、 １
つ ま た は 複 数 の 走 行 パ ラ メ ー タ が 検 知 さ れ る 。 例 え ば 自 動 車 の ロ ー ル 角 、 ロ ー ル 速 度 、 横
方 向 加 速 度 、 ヨ ー レ イ ト 、 操 舵 角 お よ び ／ ま た は 接 地 力 が 検 知 さ れ る 。 こ の 走 行 パ ラ メ ー
タ に 基 づ い て 、 ス テ ッ プ １ ０ ２ に お い て 、 走 行 状 態 Ｆ ＝ ｛ Ｆ 1  ， Ｆ 2  ・ ・ ・ Ｆ N  ｝ の 集 合
の 中 の １ つ の 走 行 状 態 Ｆ i  が 存 在 す る か ど う か が 検 査 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ の 際 、 集 合 Ｆ の こ の 各 走 行 状 態 に は １ つ の 検 査 基 準 Ｐ i  が 割 り 当 て ら れ て い る 。 検 査
基 準 Ｐ i  が 検 知 さ れ た 走 行 パ ラ メ ー タ に よ っ て 満 足 さ れ る と 、 こ れ は 、 走 行 状 態 Ｆ i  が 存
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在 す る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 走 行 状 態 は そ の 危 険 性 を 分 類 し て 整 理 さ れ て い る 。 最 も 危 険 な 走 行 状 態 は 走 行 状 態 Ｆ 1  

で あ る 。 最 も 危 険 の 小 さ な 走 行 状 態 は 走 行 状 態 Ｆ N  で あ る 。 こ の 場 合 、 そ の 間 に あ る 走 行
状 態 Ｆ 2  ～ Ｆ N - 1  の 危 険 性 は こ の 順 序 で 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ス テ ッ プ １ ０ ２ で の 検 査 は 次 の よ う に 行 わ れ る 。 先 ず 最 初 に 、 ス テ ッ プ １ ０ ０ で 検 知 さ
れ た 走 行 パ ラ メ ー タ を 用 い て 検 査 基 準 Ｐ 1  を 評 価 す る こ と に よ り 、 危 険 な 走 行 状 態 Ｆ 1  が
存 在 す る か ど う か が 検 査 さ れ る 。 走 行 パ ラ メ ー タ に よ っ て 検 査 基 準 Ｐ 1  が 満 た さ れ る と 、
こ れ は 走 行 状 態 Ｆ 1  が 存 在 す る こ と を 意 味 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ １ ０ ４ に お い て 信 号 が
出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 信 号 １ ０ ４ は 運 転 者 へ の ア ラ ー ム 信 号 で あ る 。 こ の ア ラ ー ム 信 号 は 例 え ば 自 動 車 の イ ン
ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 表 示 装 置 を 介 し て 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に 対 し て 、 検 査 基 準 Ｐ 1  が 満 た さ れ な い と 、 ス テ ッ プ １ ０ ６ に お い て 添 え 字 ｉ が 増
分 さ れ る 。 そ れ に よ っ て 、 そ の 後 ス テ ッ プ １ ０ ２ に お い て 、 危 険 性 の 小 さ な 走 行 状 態 Ｆ 2  

の 検 査 基 準 Ｐ 2  が 評 価 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 過 程 は 、 走 行 状 態 の １ つ が 検 出 さ れ 、 信 号 が ス テ ッ プ １ ０ ４ で 出 力 さ れ る ま で あ る
い は 集 合 Ｆ の 走 行 状 態 が 存 在 し な い こ と が 確 認 さ れ る ま で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ の 際 、 最 も 危 険 な 走 行 状 態 Ｆ 1  が 存 在 す る か ど う か の 検 査 が 先 ず 最 初 に 行 わ れ る と 特
に 有 利 で あ る 。 な ぜ な ら 、 こ の 場 合 、 信 号 １ ０ ４ が 迅 速 に 出 力 さ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス テ ッ プ １ ０ ４ で 出 力 さ れ る 信 号 は 好 ま し く は 、 検 出 さ れ た 走 行 状 態 の デ ー タ を 含 ん で
い る 。 例 え ば 最 も 危 険 な 走 行 状 態 が 検 出 さ れ る と 、 同 時 に 運 転 者 用 の 触 覚 的 お よ び 音 響 的
な ア ラ ー ム 信 号 が 出 力 さ れ る 。 危 険 の 小 さ な 走 行 状 態 の 場 合 、 例 え ば 音 響 的 な ア ラ ー ム 信
号 だ け が 出 力 さ れ 、 危 険 が 最 も 小 さ い 走 行 状 態 の 場 合 、 視 覚 的 な ア ラ ー ム 信 号 だ け が 出 力
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ の 代 わ り に あ る い は そ れ に 加 え て 、 ス テ ッ プ １ ０ ４ で 出 力 さ れ た 信 号 は 自 動 車 の 制 御
お よ び ／ ま た は 調 整 シ ス テ ム に 入 力 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 制 御 お よ び ／ ま た は 調 整
シ ス テ ム は 、 危 険 を 小 さ く す る た め に 、 検 出 さ れ た 走 行 状 態 に 相 応 し て 応 答 す る こ と が で
き る 。 例 え ば 、 自 動 車 の 横 転 傾 向 を 低 減 す る た め に 、 自 動 的 な 制 動 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ は 安 全 シ ス テ ム ２ ０ ０ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 安 全 シ ス テ ム ２ ０ ０ は 自 動 車 の １ 個 ま
た は 複 数 の 走 行 パ ラ メ ー タ ２ ０ ４ を 検 知 す る た め の １ 個 ま た は 複 数 の セ ン サ ２ ０ ２ を 備 え
て い る 。 走 行 パ ラ メ ー タ ２ ０ ４ は 評 価 モ ジ ュ ー ル ２ ０ ６ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 評 価 モ ジ ュ ー ル ２ ０ ６ は メ モ リ 領 域 ２ ０ ８ を 備 え て い る 。 こ の メ モ リ 領 域 に は 、 検 査 基
準 Ｐ 1  ， Ｐ 2  ・ ・ ・ Ｐ N  が こ の 順 序 で 記 憶 さ れ て い る 。 安 全 シ ス テ ム ２ ０ ０ の 初 期 化 の 後
で 、 ポ イ ン タ ２ １ ０ は メ モ リ 領 域 ２ ０ ８ の ア ド レ ス を 指 す 。 こ の メ モ リ 領 域 に は 、 最 も 危
険 な 走 行 状 態 Ｆ 1  の た め の 検 査 基 準 Ｐ 1  が 記 憶 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 評 価 モ ジ ュ ー ル ２ ０ ６ は 更 に 、 メ モ リ 領 域 ２ １ ２ を 備 え て い る 。 こ の メ モ リ 領 域 に は プ
ロ グ ラ ム が 記 憶 さ れ て い る 。 メ モ リ 領 域 ２ １ ２ の プ ロ グ ラ ム は 、 メ モ リ 領 域 ２ ０ ８ に 記 憶
さ れ た 検 査 基 準 Ｐ i  を 走 行 パ ラ メ ー タ ２ ０ ４ に よ っ て 評 価 す る 働 き を す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 検 査 基 準 Ｐ i  の 一 つ が 走 行 パ ラ メ ー タ ２ ０ ４ に よ っ て 満 た さ れ る と 、 す な わ ち 対 応 す る
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走 行 状 態 Ｆ i  が 検 出 さ れ る と 、 メ モ リ 領 域 ２ １ ２ の プ ロ グ ラ ム は 対 応 す る 信 号 ２ １ ４ を 発
生 す る 。 こ の 信 号 は 自 動 車 の ド ラ イ ビ ン グ ダ イ ナ ミ ク ス 的 な 制 御 お よ び ／ ま た は 調 整 シ ス
テ ム に 入 力 さ れ る 。 制 御 お よ び ／ ま た は 調 整 シ ス テ ム ２ １ ６ は 信 号 ２ １ ４ に 基 づ い て 例 え
ば 、 自 動 車 の 横 転 傾 向 を 低 減 す る た め に 、 自 動 車 の 走 行 装 置 （ サ ス ペ ン シ ョ ン ） パ ラ メ ー
タ を 変 更 す る こ と が で き る 。 そ の 代 わ り に ま た は そ れ に 加 え て 、 信 号 ２ １ ４ に 基 づ い て 、
自 動 車 の 運 転 者 の た め の ア ラ ー ム 信 号 を 発 生 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 セ ン サ ２ ０ ２ は 運 転 中 、 測 定 技 術 的 に お よ び ／ ま た は 信 号 評 価 に よ っ て 検 知 さ れ た 走 行
パ ラ メ ー タ ２ ０ ４ を 絶 え ず 出 力 す る 。 プ ロ グ ラ ム ２ １ ２ は 先 ず 最 初 に 、 走 行 パ ラ メ ー タ ２
０ ４ が 検 査 基 準 Ｐ 1  を 満 足 す る か ど う か を 検 査 す る 。 満 足 す る 場 合 、 信 号 ２ １ ４ が 出 力 さ
れ る 。 満 足 し な い 場 合 、 ポ イ ン タ ２ １ ０ が 増 分 さ れ 、 メ モ リ ２ ０ ８ 内 の 隣 の ア ド レ ス 領 域
を 指 す 。 こ の ア ド レ ス 領 域 に は 、 次 の 検 査 基 準 Ｐ 2  が 記 憶 さ れ て い る 。 こ の 検 査 基 準 Ｐ 2  

も 走 行 パ ラ メ ー タ ２ ０ ４ に 基 づ い て チ ェ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ は 自 動 車 ３ ０ ０ の 原 理 図 で あ る 。 自 動 車 ３ ０ ０ は 前 車 軸 ３ ０ ２ の 左 側 に セ ン サ ３ ０
４ を 備 え 、 右 側 に セ ン サ ３ ０ ６ を 備 え て い る 。 同 様 に 、 自 動 車 ３ ０ ０ は 後 車 軸 ３ ０ ８ に 、
左 側 の セ ン サ ３ １ ０ と 右 側 の セ ン サ ３ １ ２ を 備 え て い る 。 セ ン サ ３ ０ ４ ， ３ ０ ６ ， ３ １ ０
， ３ １ ２ は 例 え ば 、 そ れ ぞ れ の 車 軸 か ら の 自 動 車 ３ ０ ０ の 車 体 の 距 離 を 測 定 す る 高 さ セ ン
サ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 セ ン サ ３ ０ ４ ， ３ ０ ６ か ら 出 力 さ れ た 信 号 Ｓ 1  ま た は Ｓ 2  は フ ィ ル タ モ ジ ュ ー ル ３ １ ４
に 入 力 さ れ る 。 フ ィ ル タ モ ジ ュ ー ル は 信 号 Ｓ 1  ， Ｓ 2  に よ っ て 信 号 ｘ 1  ， ｘ 2  を 発 生 す る
。 こ の 場 合 、 信 号 ｘ 1  は 例 え ば 前 車 軸 ３ ０ ２ に お け る 自 動 車 の ロ ー ル 角 に 比 例 し 、 信 号 ｘ

2  は 前 車 軸 ３ ０ ２ に お け る ロ ー ル 角 速 度 に 比 例 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 セ ン サ ３ １ ０ ま た は ３ １ ２ の 信 号 Ｓ 3  ， Ｓ 4  は 信 号 ｘ 3  ， ｘ 4  を 出 力 す る フ ィ ル タ モ ジ
ュ ー ル ３ １ ６ に 入 力 さ れ る 。 信 号 ｘ 3  は 例 え ば 後 車 軸 ３ ０ ８ に お け る ロ ー ル 角 に 比 例 し 、
信 号 ｘ 4  は 後 車 軸 ３ ０ ８ に お け る ロ ー ル 角 速 度 に 比 例 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 信 号 ｘ 1  ， ｘ 2  ， ｘ 3  ， ｘ 4  は 評 価 モ ジ ュ ー ル ３ １ ８ に 入 力 さ れ る 。 こ の 評 価 モ ジ ュ ー
ル は 原 理 的 に は 図 ２ の 評 価 モ ジ ュ ー ル ２ ０ ６ と 同 じ に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 更 に 、 自 動 車 ３ ０ ０ の 横 方 向 加 速 度 を 測 定 す る た め の セ ン サ ３ ２ ０ を 設 け る こ と が で き
る 。 セ ン サ ３ ２ ０ は 測 定 さ れ た 横 方 向 加 速 度 に 比 例 す る 信 号 ａ Q  を 評 価 モ ジ ュ ー ル ３ １ ８
に 入 力 す る 。 更 に 、 ヨ ー レ イ ト 、 す な わ ち 車 両 の 垂 直 軸 線 回 り の 回 転 速 度 を 検 出 す る た め
の セ ン サ ３ ２ ２ を 設 け る こ と が で き る 。 セ ン サ ３ ２ ２ に よ っ て 測 定 さ れ た ヨ ー レ イ ト は 評
価 モ ジ ュ ー ル ３ １ ８ に 入 力 さ れ 、 そ こ で 車 両 モ ジ ュ ー ル に 基 づ い て 横 方 向 加 速 度 に 換 算 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 更 に 、 操 舵 角 を 検 知 す る た め の セ ン サ ３ ２ ４ を 設 け る こ と が で き る 。 セ ン サ ３ ２ ４ は 操
舵 角 に 比 例 す る 信 号 を 評 価 モ ジ ュ ー ル ３ １ ８ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 信 号 ｘ 1  ， ｘ 2  お よ び ／ ま た は ｘ 3  ， ｘ 4  お よ び ／ ま た は ａ Q  お よ び ／ ま た は セ ン サ ３
２ ２ お よ び ／ ま た は セ ン サ ３ ２ ４ の 出 力 信 号 に よ っ て 検 出 さ れ た 走 行 パ ラ メ ー タ （ 図 ２ の
走 行 パ ラ メ ー タ ２ ０ ４ 参 照 ） に 基 づ い て 、 検 査 基 準 Ｐ 1  ， Ｐ 2  ・ ・ ・ Ｐ N  が 、 図 １ ， ２ を
参 照 し て 説 明 し た よ う に 、 評 価 モ ジ ュ ー ル ３ １ ８ に よ っ て 順 々 に 処 理 さ れ る 。 検 査 基 準 Ｐ

i  を 満 足 し て い る こ と に よ り 、 走 行 状 態 Ｆ i  が 評 価 モ ジ ュ ー ル ３ １ ８ に よ っ て 検 出 さ れ る
と 、 評 価 モ ジ ュ ー ル ３ １ ８ は 検 出 さ れ た 走 行 状 態 Ｆ i  を 示 す 信 号 Ｇ i  を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 信 号 Ｇ i  は 例 え ば Ａ Ｂ Ｓ シ ス テ ム ３ ２ ６ 、 Ｅ Ｓ Ｐ シ ス テ ム ３ ２ ８ お よ び ／ ま た は エ ン ジ
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ン 管 理 シ ス テ ム ３ ３ ０ に 入 力 さ れ る 。 そ の 代 わ り に あ る い は そ れ に 加 え て 、 信 号 Ｇ i  を 適
応 サ ス ペ ン シ ョ ン 制 御 シ ス テ ム に 入 力 す る こ と が で き る 。 こ の シ ス テ ム は 例 え ば 信 号 Ｇ i  

に 依 存 し て 自 動 車 ３ ０ ０ の シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ 特 性 を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 場 合 、 最 も 危 険 な 走 行 状 態 Ｆ 1  が 評 価 モ ジ ュ ー ル ３ １ ８ に よ っ て 最 も 迅 速 に 検 出 さ
れ る の で 、 対 応 す る 制 御 お よ び ／ ま た は 調 整 シ ス テ ム 、 例 え ば Ａ Ｂ Ｓ シ ス テ ム ３ ２ ６ お よ
び ／ ま た は Ｅ Ｓ Ｐ シ ス テ ム ３ ２ ８ お よ び ／ ま た は エ ン ジ ン 管 理 シ ス テ ム ３ ３ ０ が 、 危 険 な
状 況 に 迅 速 に 応 答 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ の 代 わ り に ま た は そ れ に 加 え て 、 自 動 車 ３ ０ ０ の 運 転 者 に 警 告 す る た め に 、 表 示 装 置
３ ３ ２ を 介 し て 適 当 な ア ラ ー ム 信 号 を 出 力 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ４ は 評 価 モ ジ ュ ー ル ３ １ ８ の 決 定 マ ト リ ッ ク ス を 表 の 形 で 示 し て い る 。 こ の 決 定 マ ト
リ ッ ク ス は 例 え ば 評 価 モ ジ ュ ー ル ３ １ ８ の プ ロ グ ラ ム 論 理 内 で 示 さ れ る （ 図 ２ の メ モ リ 領
域 ２ １ ２ 内 の プ ロ グ ラ ム 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ４ の 用 途 の 場 合 、 次 の ３ つ の 異 な る 走 行 状 態 が 区 別 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 Ｆ 1  ＝ 動 的 な 走 行 操 作 時 の 横 転 傾 向
　 Ｆ 2  ＝ ほ と ん ど 静 的 な カ ー ブ 走 行 時 の 横 転 傾 向
　 Ｆ 3  ＝ 傾 斜 面 の 走 行 ／ 停 止 時 の 横 転 傾 向 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 走 行 状 態 Ｆ 1  の た め の 検 査 基 準 Ｐ 1  は 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 信 号 ｘ 1  の 値 は 限 界 値 Ｋ 6  よ り も 大 き く 、 信 号 ｘ 2  は 限 界 値 Ｋ 7  よ り も 大 き く 、 信 号 ｘ

3  は 限 界 値 Ｋ 8  よ り も 大 き く 、 信 号 ｘ 4  は 限 界 値 Ｋ 9  よ り も 大 き く 、 そ し て 信 号 ａ Q  は 限
界 値 Ｋ 1 0 よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 走 行 パ ラ メ ー タ の た め の こ の す べ て の 基 準 を 満 足 す る と 、 検 査 基 準 Ｐ 1  が 満 足 さ れ 、 走
行 状 態 Ｆ 1  が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 走 行 状 態 Ｆ 2  の た め の 検 査 基 準 Ｐ 2  は 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 信 号 ｘ 1  の 値 は 限 界 値 Ｋ 3  よ り も 大 き く 、 信 号 ｘ 3  の 値 は 限 界 値 Ｋ 4  よ り も 大 き く 、 そ
し て 信 号 ａ Q  は 限 界 値 Ｋ 5  よ り も 大 き い 。 信 号 ｘ 2  ， ｘ 4  は 検 査 基 準 Ｐ 2  に 含 ま れ な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 走 行 状 態 Ｆ 2  が 走 行 状 態 Ｆ 1  よ り も 危 険 で は な い の で 、 限 界 値 Ｋ 3  ， Ｋ 4  お よ び Ｋ 5  は
、 限 界 値 Ｋ 6  ， Ｋ 8  お よ び Ｋ 1 0 よ り も 大 き く 選 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 危 険 が 最 も 小 さ い 走 行 状 態 Ｆ 3  の た め の 検 査 基 準 Ｐ 3  は 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 信 号 ｘ 1  の 値 は 限 界 値 Ｋ 1  よ り も 大 き く 、 信 号 ｘ 3  の 値 は 限 界 値 Ｋ 2  よ り も 大 き い 。 走
行 状 態 Ｆ 3  が 走 行 状 態 Ｆ 2  よ り も 危 険 で は な い の で 、 限 界 値 Ｋ 1  ， Ｋ 2  は 限 界 値 Ｋ 3  ， Ｋ

4  よ り も 大 き く 選 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 Ｋ 1  ＞ Ｋ 3  ＞ Ｋ 6  そ し て Ｋ 2  ＞ Ｋ

4  ＞ Ｋ 8  そ し て 更 に 、 Ｋ 5  ＞ Ｋ 1 0 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 走 行 パ ラ メ ー タ が 入 力 さ れ る や 否 や 、 先 ず 最 初 に 、 検 査 基 準 Ｐ 1  が 評 価 モ ジ ュ ー ル に よ
っ て 評 価 さ れ る 。 そ れ に よ っ て 、 走 行 状 態 Ｆ 1  が 存 在 す る か ど う か を 検 査 す る こ と が で き
る 。 存 在 し な い 場 合 に は 、 検 査 基 準 Ｐ 2  の 検 査 が 続 き 、 こ れ が 満 足 さ れ な く て も 、 最 終 的
に は 検 査 基 準 Ｐ 1  の 評 価 が 行 わ れ る 。 そ の 結 果 、 走 行 状 態 の 危 険 性 が 低 下 す る 順 序 で 検 査
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が 行 わ れ る 。 こ の 検 査 順 序 の 場 合 に １ つ の 走 行 状 態 Ｆ i  が 検 出 さ れ る と 、 特 に 図 ３ を 参 照
し た 説 明 し た よ う に 、 対 応 す る 信 号 Ｇ i  が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ５ は フ ィ ル タ モ ジ ュ ー ル ３ １ ４ の 実 現 の た め の 例 を 示 し て い る 。 こ の 実 施 の 形 態 で は
、 フ ィ ル タ モ ジ ュ ー ル は 信 号 Ｓ 1  と Ｓ 2  を 互 い に 減 算 す る 減 算 器 ５ ０ ０ を 備 え て い る 。 こ
の 減 算 の 結 果 は 、 前 車 軸 ３ ０ ２ （ 図 ３ 参 照 ） に お け る ロ ー ル 角 に 比 例 す る 信 号 ｘ 1  で あ る
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 信 号 ｘ 1  は 両 フ ィ ル タ ５ ０ ２ ， ５ ０ ４ に 入 力 さ れ る 。 こ の フ ィ ル タ ５ ０ ２ は 上 記 の 長 時
間 フ ィ ル タ 、 す な わ ち 比 較 的 に 大 き な 時 定 数 Ｔ 1  を 有 す る 低 域 フ ィ ル タ で あ る 。 一 方 、 フ
ィ ル タ ５ ０ ４ は 上 記 の 短 時 間 フ ィ ル タ 、 す な わ ち 比 較 的 に 短 い 時 定 数 Ｔ 2  を 有 す る 低 域 フ
ィ ル タ で あ る 。 時 定 数 Ｔ 1  は 例 え ば １ ～ ５ ０ 秒 で あ り 、 時 定 数 Ｔ 2  は 例 え ば １ ０ ～ １ ０ ０
ミ リ 秒 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 フ ィ ル タ ５ ０ ２ ， ５ ０ ４ の 出 力 信 号 は 減 算 器 ５ ０ ６ に よ っ て 互 い に 減 算 さ れ る 。 従 っ て
、 ロ ー ル 角 速 度 、 す な わ ち 信 号 ｘ 1  の 微 分 に 近 似 的 に 比 例 す る 信 号 ｘ 2  が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ５ の フ ィ ル タ モ ジ ュ ー ル の 実 施 の 形 態 の 作 用 は 、 図 ６ に 示 し て あ る 。 図 ６ は 信 号 ｘ 1  

と 信 号 ６ ０ ０ ， ６ ０ ２ の 時 間 的 な 経 過 を 示 し て い る 。 こ の 場 合 、 信 号 ６ ０ ０ は フ ィ ル タ ５
０ ４ の 出 力 信 号 で あ り 、 信 号 ６ ０ ２ は フ ィ ル タ ５ ０ ２ の 出 力 信 号 で あ る 。 こ れ ら の 信 号 の
差 は 信 号 ｘ 2  で あ る 。 こ の 信 号 ｘ 2  は フ ィ ル タ ５ ０ ２ ， ５ ０ ４ の 異 な る 時 定 数 Ｔ 1  ， Ｔ 2  

に 基 づ い て 近 似 的 に は 信 号 ｘ 1  の 微 分 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 １ 】 走 行 状 態 を 検 出 す る た め の 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ 】 走 行 状 態 を 検 出 す る た め の 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 走 行 状 態 を 検 出 す る た め の 装 置 の 他 の 実 施 の 形 態 を 備 え た 自 動 車 の 概 略 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 走 行 状 態 を 検 出 す る た め の 決 定 マ ト リ ッ ク ス の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ロ ー ル 角 速 度 を 決 定 す る た め の フ ィ ル タ 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 装 置 の 作 用 を 示 す た め の グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
２ ０ ０ 　 　 　 　 　 安 全 シ ス テ ム
２ ０ ２ 　 　 　 　 　 セ ン サ
２ ０ ４ 　 　 　 　 　 走 行 パ ラ メ ー タ
２ ０ ６ 　 　 　 　 　 評 価 モ ジ ュ ー ル
２ ０ ８ 　 　 　 　 　 メ モ リ 領 域
２ １ ０ 　 　 　 　 　 ポ イ ン タ
２ １ ２ 　 　 　 　 　 メ モ リ 領 域
２ １ ４ 　 　 　 　 　 信 号
２ １ ６ 　 　 　 　 　 制 御 お よ び ／ ま た は 調 整 シ ス テ ム
３ ０ ０ 　 　 　 　 　 自 動 車
３ ０ ２ 　 　 　 　 　 前 車 軸
３ ０ ４ 　 　 　 　 　 セ ン サ
３ ０ ６ 　 　 　 　 　 セ ン サ
３ ０ ８ 　 　 　 　 　 後 車 軸
３ １ ０ 　 　 　 　 　 セ ン サ
３ １ ２ 　 　 　 　 　 セ ン サ
３ １ ４ 　 　 　 　 　 フ ィ ル タ モ ジ ュ ー ル
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３ １ ６ 　 　 　 　 　 フ ィ ル タ モ ジ ュ ー ル
３ １ ８ 　 　 　 　 　 評 価 モ ジ ュ ー ル
３ ２ ０ 　 　 　 　 　 セ ン サ
３ ２ ２ 　 　 　 　 　 セ ン サ
３ ２ ４ 　 　 　 　 　 セ ン サ
３ ２ ６ 　 　 　 　 　 Ａ Ｂ Ｓ シ ス テ ム
３ ２ ８ 　 　 　 　 　 Ｅ Ｓ Ｐ シ ス テ ム
３ ３ ０ 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン 管 理 シ ス テ ム
３ ３ ２ 　 　 　 　 　 表 示 装 置
５ ０ ０ 　 　 　 　 　 減 算 器
５ ０ ２ 　 　 　 　 　 フ ィ ル タ
５ ０ ４ 　 　 　 　 　 フ ィ ル タ
５ ０ ６ 　 　 　 　 　 減 算 器
６ ０ ０ 　 　 　 　 　 信 号
６ ０ ２ 　 　 　 　 　 信 号
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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